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国家公務員法改正法案をめぐる政策過程分析
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行政改革のなかの国家公務員制度改革
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国家公務員制度改革基本法から国家公務員法改正へ
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国家公務員制度改革の要旨
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事実関係を追う順序
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日表作成の初期段階：事実関係の洗い出し
�y�Ô
¯�^
R�t�S�M�o�x�z���������å���D�q�O�T�’�a�ˆ�t�^�T�w�…�l�o	ý�	�G�Ä�w�U�g�›� �̀o�M�l�h�{�p	s�T�’
ó
:�w	ý�	

�G�Ä�›�U�g�b�”�q�z�Ä�î�����w
š�M	Z�`�i�Z�p�‹�Ì���U�T�T�“�a�W�z�A�L�$�t
‡�®�p
Q�›	Ÿ�X�q�ß�Q�h�{�f�w�h�Š�z

�»�”�Ç�ï�¬�Ù� �ï�Ä�›�_�M�i�b�h�Š�w�¼�ˆ�q� �̀o�¡
�	ý�	�w�G�Ä�Ã�”�»�Õ�”�µ�›�;�M�h�U�g�›�æ�l�o�M�l�h�{�U�g�w

�M�t�x�z	�
ã�X�Ä�î�����›
š�M	Z�b�h�Š�z�Ž�<�w�A�–�p�U�g�›�æ�l�h�{

�w�U�g�©�”�ë�”�Å�t�x�®�¬�¿�»
M�S�¯�®���H�¬�¿�»�¯�w��� �›�;�M�h

�w	Í�G��� �›�z�B�O�E�U�g�p�x�s�X�P�S�U�g�p�–�;�`�z�r�j�’�T�w�©�”�ë�”�Å�›�Š���t���‰�G�Ä�›�U�g�`�h

�w�¡
�	ý�	
¶��
[�w�ˆ�›�U�g�0	Å�q�`�z�•�M
[�x�U�g�t���Š�s�T�l�h

�w�Ç�å�~�&�å�w���x�ð�˜�c�t�U�g�›
��Š�h

�y�U�g�t�‘�l�o�˜�’�•�h�G�Ä�w�O�j�z���H�¬�¿�»
M�S�~�µ�t�Ú
€�����w�K�”�ˆ�V�›	0�l�o�M�l�h�{�m�‡�“�z���H�¬�¿

�»
M�S�~�µ�,�Š�O�S�‘�|���H�¬�¿�»�O���È�~
Y�O�Š�t���È�b�”
M�S�~�µ�t�m�M�o�w�^�æ�›�å�O�w�ˆ�q�`�z�1�<�“�ð�J

�t���b�”
w
Q�$�G�Ä�s�r�x�\�•�t���Š�s�T�l�h�{

�y�G�Ä�U�g�w�A�L�›�z	N�à�t�Ô
Ç�~�#�à�t�ž�«�»�”�›�q�”�Ô
¯�t�z�M�V�s�“�X�q�`���‰�\�q�x
†�Z�h�{�s�e�s�’�z�G

�Ä�t�J	Ô�b�”
�
ú�z�b�s�˜�j�¬�¿�»
M�S�~�µ�w
S�f�a���t�S�M�o�ž�«�»�”�q�s�”
�
ú�›�7	s�T�’�›���b�”�\�q�U�p�V

�s�T�l�h�T�’�p�K�”�{�f�\�p�z�‡�c�x�q�t�T�X�Ì�%�»�p	Z�R�Ä�›�O�»�`�h�{�f�w�M�t�x�z�J	Ô
�
ú�q�G�Ä�Š���q�›
ü

�Z�o�Ö�—� �̀o�S�M�h�{�K�”���S�G�Ä�U�h�‡�l�o�V�h�q�\�–�p�z	Z�R�Ä�›�Ô
¯�t�p�o�x�Š�h�U�z�f�w�M�t�x�a�Š�o�›��

�8���w�s�T�p�w	��A�J	Ô
�
ú�w	t���s�r�›�ß�€� �̀o�Ô
¯�w�#�à�t�r�w�‘�O�s�å�Õ�æ�ï�¬�›�b�”�T�›�U�|�`�h�{

�y�f�w�A�L�z�Ô
¯�f�•�×�.�x�z�J	Ô
�
ú�w
~�“�8�˜�“�•�þ	ì�w�!�Ë�t�‘�l�o�·�«�³�ã�ï�›�!�Q�”�\�q�q�s�l�h�{�«�Q

�y�z�Ô
¯�w�#�à�t�p�o�x�‡�”
�
ú�U�z�S�s�a�®	�
ì�¯�q�M�O�þ	ì�p�K�l�o�‹�z���������å���D�q�O�T�’�a�ˆ�t�^�T�w�…�”

�q
K�•�à�‘
\�à
ñ�>�œ�w	q�t
~�“�8�˜�l�o�M�X�{�º�³
��Ä�w�!�Ë�t�‘�l�o�‹�z�‰�Ê�w�þ	ì�p�‹
�
ú�U�!�˜�l�o�X�”�{

�¬�¿�»
M�S�~�µ�›�Š�Y�”
S�f�a���w�s�T�p�x�z�©�”�Í�”�¹�ï�q�t�l�o�‹�a�t�p�x�s�M�I�%�*
’�¯�t�m�M�o�z�G
	�à�×

�½�X�^�»�à�m�X�à�ˆ�œ�s�w�X�X	��œ�q�M�O�þ	ì�w
~�“�8�˜�“�›� �̀o�M�”�{
 	��U�^
R�`�h	s�8�ˆ�Š�w�Ô
¯�x�z�\�O�`

�h
�
ú�w�þ	ì�w� �“�!�˜�“�t�‘�l�o�#�à�w�å�Õ�æ�ï�¬�›�!�Q�”�\�q�q�s�“�z�f�•�t� �a�o�·�«�³�ã�ï�U
~�“�8�˜�”�\

�q�q�s�l�h�{

�y�Ô
¯�^
R�w	s�8�ˆ�Š�p�x�z�Ž	Í�w�‘�O�s	�	q�›�‹�q�t�z���������å���D���Ô�T�’���������å���D�����Ô�‡�p�w
S�f�a���›�z

�"��
[�w�;�´�t�Ô
¯�Õ�”�»
[�›�^
R� �̀o�M�l�h�{

日表作成の後期段階：注目すべき事実関係の詳細化
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期間の違いの背景には「なにかあったのだ」
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政府発表／官房長官 福田首相 渡辺行革担当大臣 政府関係機関 国会審議 他の野党 民主党 自民党 公明党

2008/04/18

2008/05/08

2008/05/09

2008/05/12

2008/05/14

2008/05/15

2008/05/21

2008/05/23

2008/05/26

民主党がまとめた政府の国
家公務員制度改革基本法案
への対案骨子について、
「我々の考えと極めて似
通っている。ほとんど同じ
と言ってもおかしくない案
だ」と述べ、評価した。

衆院議院運営委員会の理事
会で、国家公務員制度改革
基本法案について、９日の
衆院本会議で趣旨説明と質
疑を行うことを決めた。
衆議院本会議にて、趣旨説
明と質疑が行われ、審議入
りした。

国家公務員制度改革基本法
案について、付帯決議を加
えるなどの条件付きで賛成
すべきだとの考えを示し
た。同法案への対案提出を
検討していたが、賛成に転
じる考えを強調した。

衆議院内閣委員会にて、国
家公務員制度改革基本法案
が本格審議入りした。

審議入りに当たり、民主党
は、制度設計の問題点を追
及しつつ、改革の方向性に
は賛意を示す両面作戦で与
党を揺さぶろうとしてい
る。

国家公務員制度改革基本法
案の審議入りに際し「行政
や政治を国民本位のものに
改める。公務員の意識改革
も必要だ。ぜひ今国会で成
立させたい」

岡田幹事長「我々が考える
骨格部分を了承してもらわ
ないと、賛成は難しい」

自民・大島国対委員長、民主・山岡国対委員長、国会内
で会談し、国家公務員制度改革基本法案の修正協議に入
ることで合意した。理事らが２２日から具体的な協議を
始める予定だ。

自民・大島国対委員長、民主・山岡国対委員長、国会内
で会談し、国家公務員制度改革基本法案の修正協議に入
ることで合意した。理事らが２２日から具体的な協議を
始める予定だ。

衆議院内閣委員会理事会
で、国家公務員制度改革基
本法案の修正協議を行っ
た。各党の主張をまとめた
論点整理を提示し、与野党
は２７日に再度協議するこ
とで一致。

国家公務員制度改革基本法案の今国会での成立が２６日、極めて困難な情勢となっ
た。同日の自民、民主両党の法案修正協議で、「団体協約締結権」を付与する公務員
の対象拡大を巡る意見の隔たりが埋まらず、合意に至らなかったためだ。

国家公務員制度改革基本法案の今国会での成立が２６日、極めて困難な情勢となっ
た。同日の自民、民主両党の法案修正協議で、「団体協約締結権」を付与する公務員
の対象拡大を巡る意見の隔たりが埋まらず、合意に至らなかったためだ。

国家公務員制度改革基本法案の今国会での成立が２６日、極めて困難な情勢となっ
た。同日の自民、民主両党の法案修正協議で、「団体協約締結権」を付与する公務員
の対象拡大を巡る意見の隔たりが埋まらず、合意に至らなかったためだ。

①福田内閣時代の国家公務員制度改革基本法案成立から福田改造内閣成立まで
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国家公務員制度改革基本法案について実務者による協議を行い、３党共同で修正した
上で成立させることで合意した。焦点だった「団体協約締結権」を付与する公務員の
対象拡大や政官接触制限の見直しなどで、与党が民主党の主張を大幅に受け入れ、２
６日の修正協議の不調から一転、今国会で成立する見通しとなった。

国家公務員制度改革基本法案について実務者による協議を行い、３党共同で修正した
上で成立させることで合意した。焦点だった「団体協約締結権」を付与する公務員の
対象拡大や政官接触制限の見直しなどで、与党が民主党の主張を大幅に受け入れ、２
６日の修正協議の不調から一転、今国会で成立する見通しとなった。

国家公務員制度改革基本法案について実務者による協議を行い、３党共同で修正した
上で成立させることで合意した。焦点だった「団体協約締結権」を付与する公務員の
対象拡大や政官接触制限の見直しなどで、与党が民主党の主張を大幅に受け入れ、２
６日の修正協議の不調から一転、今国会で成立する見通しとなった。
国家公務員制度改革基本法
の修正案について、小沢代
表ら党幹部が協議し、修正
案の受け入れを決めた。２
８日の「次の内閣」の会合
で正式決定する。

国家公務員制度改革基本法
修正案の委員会可決後、国
会内で記者団に、「官僚主
導から政治主導へという流
れが確立されていく画期的
な法案だ」と修正案を評価
した。

衆議院にて、自民・民主・
公明の３党が共同提出した
国家公務員制度改革基本法
案の修正案が可決された。
修正案は、妥協を優先した
結果、団体協約締結権の範
囲拡大などで不透明な点も
残る。

国民新党・綿貫代表：国家
公務員制度改革基本法案へ
の対応について、「自民、
公明、民主党で合意したと
あるが、わが党には政策協
議はなかった。（衆院）本
会議採決は反対せざるを得
ない」と述べた。

国家公務員制度改革基本法
案の修正案は、衆院本会議
で自民、民主、公明、社民
の４党の賛成で可決され
た。修正案では、政府案で
「内閣人事庁」だった担当
組織は内閣官房の「内閣人
事局」とする、官房長官が
作成する人事原案をもとに
各閣僚が首相や官房長官と
協議して任免するとした。
国会議員と公務員の接触制
限は見送り、記録作成や情
報公開によって接触の透明
性を確保する。

政府が国会に示した同意人
事案のうち、国家公務員の
天下りを監視するため１０
月に新設予定の「再就職等
監視委員会」の委員長と委
員４人について、不同意と
する方針を固めた。菅代表
代行は、「（天下りの）制
度は必要ないと判断しなが
ら、制度の運用に必要なも
のを認めるのは論理的に矛
盾する」

自民党の鈴木政二、民主党の簗瀬進両参院国会対策委員
長は２日、国会内で会談し、自民、民主、公明３党で共
同修正を行った国家公務員制度改革基本法案について、
６日の参院本会議で採決し、成立させることで大筋合意
した。

自民党の鈴木政二、民主党の簗瀬進両参院国会対策委員
長は２日、国会内で会談し、自民、民主、公明３党で共
同修正を行った国家公務員制度改革基本法案について、
６日の参院本会議で採決し、成立させることで大筋合意
した。

人事院：国家公務員採用試
験などの見直しに着手する
と発表した。国家公務員制
度改革基本法案が今国会で
成立する見通しとなったこ
とを受けたもの

参議院内閣委員会にて、国
家公務員制度改革基本法案
を全会一致で可決した。６
日の参院本会議で可決、成
立する見通しだ。

幹部公務員人事の一元管理
導入などを盛り込んだ国家
公務員制度改革基本法案を
全会一致で可決した。６日
の参院本会議で可決、成立
する見通しだ。

参議院：１０月に新設する
「再就職等監視委員会」の
委員長と委員４人の人事案
を民主党などの反対多数で
不同意とした。各省庁によ
る公務員の再就職あっせん
が１０月以降できなくなる
可能性が出てきた。
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政府発表／官房長官 福田首相 渡辺行革担当大臣 政府関係機関 国会審議 他の野党 民主党 自民党 公明党2008/06/06

2008/06/17

2008/06/24

2008/06/26

2008/07/03

2008/07/04

参議院本会議にて国家公務
員制度改革基本法が６日成
立し、省庁ごとに縦割りで
行われている公務員の人事
や退職後の再就職あっせん
が内閣に一元化される。

自民党国家戦略本部：７月
上旬に設置される国家公務
員制度改革推進本部の事務
局人事に関し、事務局長・
次長は公募、スタッフも公
募を活用し過半数は民間人
を登用する、行革相を人事
の責任者とすることを求め
る決議を行った。

７月上旬に設置する国家公
務員制度改革推進本部の事
務局長に、清家篤慶大教授
（５４）を起用する方針を
固めた。

首相官邸で渡辺行政改革相
と会談し、国家公務員制度
改革推進本部の事務局長ら
スタッフの公募を見送り、
首相が自ら人選することを
決めた。

行革相が「人材を幅広く集
めるべきだ」と公募を主張
したが、首相は「役所の寄
せ集め人事はやらない」と
説得し、自ら選ぶことで決
着させた。

行政改革推進本部の中馬本
部長：町村官房長官と会談
し、「どんな人物が手を挙
げるか分からない」と公募
の問題点を指摘した。「公
募になれば、行革相の意向
に沿った人が集められ、官
僚バッシング的な改革案を
作成するかもしれない」と
懸念する向きもある。

国家公務員制度改革基本法
に基づき設置する国家公務
員制度改革推進本部の事務
局の事務局長や次長ら幹部
について、非常勤も認める
ことを決めた。また、「労
使関係制度検討委員会」や
「顧問会議」の設置を決め
た。
国家公務員制度改革推進本
部の事務局長に清家篤慶大
教授を起用する人事を断念
する方向で検討に入った。
政府関係者によると、清家
氏が固辞する意向を伝えた
と見られる。
町村官房長官：新設する国
家公務員制度改革推進本部
の事務局長に日本経団連参
与の立花宏氏を起用する人
事を発表。事務局次長には
前総務次官の松田隆利、三
菱ＵＦＪリサーチ＆コンサ
ルティング主席研究員の岡
本義朗の両氏を充てる。
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政府発表／官房長官 福田首相 渡辺茂木行政改革大臣 政府関係機関 民主党 自民党 渡辺喜美氏

2008/08/02

2008/08/15

2008/08/30

2008/09/01

2008/09/05

2008/09/23

2008/09/24
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②福田改造内閣成立から辞任、麻生内閣発足まで
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③麻生内閣発足から渡辺喜美氏の自民党離党まで
政　府政　府政　府政　府政　府 政　党政　党

政府機関発表 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 国家公務員制度　　　　　　
改革推進本部 国会審議 民主党 自民党

2008/09/24

2008/09/30

2008/11/07

2008/11/13

2008/11/14

2008/11/18

2008/11/21

2008/11/22

麻生内閣発足
１０月に予定していた「官民
人材交流センター」（新・人
材バンク）の設置を延期する
方針を決めた。国家公務員の
再就職あっせんを一元化する
センターの活動を監視するた
め、同時に新設する「再就職
等監視委員会」の委員人事が
決まらないからだ。

顧問会議：５日から７日似か
けて、ワーキンググループが
集中審議を行った。各府省庁
の幹部人事を一元管理する内
閣人事局について、各府省庁
にある人事関係部局をすべて
統合することを前提に、制度
設計を進める方針を決めた。

渡辺喜美氏：甘利明行革担当
相に「組織規模は徹底的にス
リム化すべきだ」と私案を突
きつけ、制度設計に「参入」
しようとしている

顧問会議：総務省人事・恩給
局のうち国家公務員制度の企
画・立案や公務員の給与など
を担当する「人事部門」を、
省庁の幹部人事を一元管理す
る「内閣人事局」へ移管する
方向で大筋一致

在職中の不祥事などが発覚し
た元国家公務員の退職金を返
還させられるようにする国家
公務員退職手当法改正案につ
いて、来年の通常国会への提
出を目指す考えを示した。

顧問会議：「内閣人事局」に
総務省や人事院の組織の一部
を移管することを求める報告
書をまとめた。人事院の試
験、任免、給与などの企画立
案など、総務省人事・恩給局
の人事行政に関する部局を移
管する考えを提示。

渡辺喜美氏：顧問会議がまと
めた内閣人事局についての報
告書が「稚拙」「骨抜き」と
して「中身が全然ないじゃな
いか。押し通そうなんて絶対
認めないぞ」と、行革推進本
部公務員制度改革委員会で怒
声をあげた

参議院：国家公務員の再就職
に関する「再就職等監視委員
会」の委員長人事など２機関
８人の人事案を、民主、共
産、社民、国民新各党の反対
で否決、不同意とした。

「内閣人事局」の2009年度の
設置先送りされる見通しと
なった。設置は早くても１０
年４月以降となる。
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2008/11/27

2008/11/28

2008/12/18

2008/12/19

2008/12/22
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政　府政　府政　府政　府政　府 政　党政　党政　党政　党

政府発表／官房長官 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 公務員制度改革推進本部 国会審議 渡辺喜美氏 民主党 自民党 公明党

2009/01/13

2009/01/14

2009/01/15

渡辺喜美氏、自民党を離
党

鳩山総務相と内閣人事局
について閣僚折衝を行っ
たが、物別れに終わっ
た。甘利氏は総務省の
「人事・恩給局」の人事
行政部門や各省庁の組
織・定員管理を担当する
「行政管理局」を移管さ
せる考えだが、鳩山氏は
行政管理局移管に難色を
示した。甘利氏は「公務
員制度改革は極めて厳し
い局面に立つ」と訴えた
が、鳩山氏は「前向きに
考えたい」と述べるにと
どめた。
改革推進本部顧問会議の
会合で、顧問の屋山太郎
氏（政治評論家）と応酬
を交わした。屋山氏が甘
利氏の公務員改革に対す
る姿勢を「官僚改革を官
僚の手に委ねるというの
は正気の沙汰ではない」
などと批判したことにつ
いて「改革を前進させた
自負がある。どこが逃げ
ているのか」と説明を求
めた。これに対して屋山
氏が、官僚ＯＢが再就職
を繰り返す「渡り」の禁
止をめぐって、例外規定
が政令で設けられたこと
などについて「行革担当
相が黙っているのは納得
がいかない。逃げてい
る」と反論する一幕も
あった。

顧問会議：公務員制度改
革の「工程表」素案を提
示した。現行のキャリア
制度を廃止するため、現
行の採用試験に替わる新
試験を２０１２年度から
導入する。幅広く幹部に
登用する「幹部候補育成
課程」を１０年度から設
ける。内閣人事局の組織
概要などを固めたうえ
で、今月中に工程表を決
定したい考え。
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政　府政　府政　府政　府政　府 政　党政　党政　党政　党

政府発表／官房長官 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 公務員制度改革推進本部 国会審議 渡辺喜美氏 民主党 自民党 公明党

2009/01/16

2009/01/19

2009/01/20

2009/01/21

河村官房長官：政令の修
正や廃止について、記者
会見で、「方針に従って
やっていく」と、見直し
に応じない立場を明確に
しており、党との溝は埋
まる気配がない。

江田憲司氏とともに、国
会内で記者会見し、政策
グループの結成を発表す
る。渡辺氏が唱える公務
員制度改革に重点的に取
り組む方針。

行政改革推進本部・公務
員制度改革委員会：昨年
末に閣議決定された「職
員の退職管理に関する政
令」の修正や廃止を求め
る意見が相次いだ。石原
氏は「重要案件なのに、
党に事前に相談がなかっ
た」と、政府側の手続き
も問題視した。政令を認
めない意向を政府に伝
え、政令の改正や廃止を
促す方針を決めた。

参院予算委員会で、退職
した国家公務員が天下り
を繰り返す「渡り」を首
相権限で容認する政令に
ついて、「改正国家公務
員法では３年以内は『渡
り』（のあっせん）が認
められている」と述べ、
政令の修正や撤回を拒否
した。

総務省で鳩山総務相と会
談し、総務省行政管理局
を内閣官房に移すことで
合意した。ただ、甘利氏
が求めていた、国家公務
員の幹部人事を一元化す
るため内閣官房内に設置
する「内閣人事局」への
移管には、鳩山氏が難色
を示した。
「内閣人事局」設置に関
し、「19日に人事院か
らゼロ回答を頂いた。極
めて憂慮すべき事態だ」
と述べ、人事院が内閣人
事局への組織移管に難色
を示したとして批判し
た。

退職した国家公務員が公
益法人などへの再就職を
繰り返す「渡り」の全面
禁止を政府・自民党に求
める方針を固めた。

重要政策の企画立案など
を機動的に行うため新設
する「国家戦略スタッ
フ」の定数を３０人以内
とする方針を固めた。国
会議員の兼務も認める。
首相補佐官制度は廃止。

自民党行政改革推進本部
の中馬弘毅本部長らと首
相官邸で会い、「渡り」
のあっせん承認につい
て、「実際に（各省庁が
あっせんの）承認を求め
てくることはない。心配
ない」と述べた。「必要
不可欠と認められる場
合」に、省庁による「渡
り」のあっせんを容認し
ている政令の改正は行わ
ないが、実際には「渡
り」を排除する方針を示
した。

谷総裁：都内で記者団
に、国家公務員の幹部人
事を一元管理する「内閣
人事局」への組織の移管
に反対する考えを明らか
にした。「内閣人事局が
具体的に何をするのか見
えない。何を移管するの
かも具体的に示されてお
らず、交渉するすべがな
い」「国家公務員制度改
革基本法の枠を超えてい
る」と主張、組織の大幅
移管は難しいとの認識を
示した。人事院の企画立
案部門を移せば「第三者



���H�¬�¿�»�O�~
Y�O�Š�›�Š�Y�”
S�f�a��
ü
s�y�™�×�½�X
S�V�q�½	��X
S�V�w�§�M�›�z�H�Ì�Ä�ç�I�›�¤	ú�t�¡�ˆ�r�X�™�•�Ô
¯�™�8�ˆ�Š
[�� �� �� ������
ï�ù
S�f�¶
æ�y���å�y���{�y�Ü�¢�����������������—�T�����������T�F�!�T�G�D���L�F�J�P���B�D���K�Q�£

���������å�S	_�¶�8�y
S�f�a���æ�¢
ò�ú�°�£�]�J


S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î 
S�y�X
S�y�X
S�y�X
S�y�X


S
Î
C
¯�—�í�j�Õ�í �‘
\	�
ì ���b�æ�µ�r�p�G
	 
��Ä�Ã �¬�¿�»
M�S�~�µ
*
��Š
æ ���q	ù�^ �I�%�*
’�¯ �½	��X �×�½�X �¬�Ì�X

��������������������

��������������������

��������������������

��������������������

�€�Ã�'�‰�•�»�q�t�o�z��
�H�¬�¿�»�U�1�<�“�›���“
�&�b�®�I�“�¯�›	�
ì�V�v
�p�0�Ý�b�”
S�©�t�)�ú�X
�T�’
w
Q�U	Z�o�M�”�\�q
�t���`�o�x�z�®�Ð�­�b�”

�q�x�s�T�s�T�t�Q�s�M�q
�\�–�p�z�k�`�X�á�;�b�”
�q�t�O�w�U
^�M�l�z�M
�i�¯�q	\�‚�h�{

�M�¯�®���H�¬�¿�»
M�S�~
�µ�,�Š�O�w�î�›�Ò�Q�o�M
�”�¯�q	��Á�z
Ê	ë�w�G
ï
� ���x�É�`�M�q�w�Ý�Ý�›
�Ô�`�h�{
��Ä�Ã�w�'�h�q
�Š
æ�ó�›� �d�y�®�H�~	�

�;���q�`�o�Ñ�‡�,�Š�V�w

M�ÿ�U�K�”�¬�¿�»�w�E	ˆ
�;�ó�U�s�X�s�”�¯�z�º�³

��Ä�Á�f�w�‹�w�t�m�M�o
�‹�®�ð
æ
��Ä�w
S�Ï	��‹
�›�º�³�U�r�O�¬�-�b�”�T
�U�|�b�”
ž�A�U�K�”�w
�t�z�„�q�œ�r�•�l�o�M�s
�M�¯�q	\�‚�•�ð�q�^�w�0
� �›
w
Q

�×�½�X�w�æ
S�~�µ
*
��Š

æ�¬�¿�»
M�S�~�µ�•�»�q
�¢
t�j	ó�Ê�•�»�Õ�£�t��
�Ô�`�h�7	ý�w�®�»��
¯�¯
�Š�p�x�z�¬�¿�»�w���å��
�Õ�›�U�|�`�z�®�1�<�“�¯

�w�9	š�q�^�•�”
ã�8�@	ì
�ó�æ�›�_�Ú�b�M
��U�Ì�G
�^�•�h�{

�æ
S�~�µ
*
��Š
æ�~�¬�¿
�»
M�S�~�µ�•�»�q�•�@	ì
�`�h�¬�¿�»�U�1�<�“�›��
�“�&�b�®�I�“�¯�t�m�M
�o�z���å���t�v�l�o	²�¿
�w�K�l�d�œ�›�Ý�Š�h���H

�¬�¿�»�O�w�~
Y�•�z�®�I
�“�¯�w�K�l�d�œ�›�«�Ž�$
�t�0�Ý�`�h
S�©�w�+�s�s
�r�›�{�Š�”�™�_�U��	Z�`
�h�{�®�p�Ø�x�_	��”�¯
�¢
t�j�•�»�Õ�£�M
��›�¬
�Ý�`�h�{

�O���í�j�Õ�í�•�G	��q�_
�p�z
��Ä�Ã�w�;�ó� �8�t
�m�M�o�z�®
��Ä�Ã�r�.�æ
�p�x�s�M�¯�q	\�‚�z
��Ä
�Ã�U� ���t� �a�”�‘�O�{
�Š�h�{

�Ÿ�Ì�³�^�p�z�¬�¿�»
M�S
�•�›���q�-�z� �q�æ
S�O

��s�r�æ
S�~�µ
¶�.�w	�
	q�›���Š�h�®�»��
¯�¯�›
�^
R�b�”�‘�O�z���b�æ
S
�~�µ
ì�’�����³�…�t�¦�Ô

�`�h�{

�i�¬�œ
��Ä�Ã
ï�K�t�0
�`�z���H�¬�¿�»�w�ð
æ
�
�Ä�›�°�i���g�b�”�h�Š	ý

ƒ�b�”�®�º�³
��Ä�Á�¯
�t�z
��Ä�Ã�w�z	ì�»�²�Z
�Z	.�•�>�;�¼�g�s�r�w�'

�h�q�Š�w�„�T�z�…�)�å�ï
�«���t���»�›���Š�”�®�ƒ
����
:�¯�w���g�s�r�w�;
�ó�›� ���b�”�‘�O�{�Š�h
�U�z�É	í�›�Ô�^�•�z	s�Š
�o�w�¦	¬�x
Æ�Ð�t	4�˜�l
�h�{

�Â�è�Ï�f�˜�w
j
Ê�p�z
S

Î�U�U�|�¤�w���H�¬�¿�»

M�S�~�µ�w�®�»��
¯�¯�t
�m�M�o�z�®�M�M�C�n�s�‹
�w�U	Z�o�V�h�’�z�^�»�q
�O�p�•�”�{�×�½�X�‹�½	�

�X�‹�s�M�¯�q	\�‚�z�)�ú
�X�t�•�‰	��›�7�“�z�~�µ
�w�O
M�=�›�è�¦�b�ß�Q�›
�Ô�`�h�{



���H�¬�¿�»�O�~
Y�O�Š�›�Š�Y�”
S�f�a��
ü
s�y�™�×�½�X
S�V�q�½	��X
S�V�w�§�M�›�z�H�Ì�Ä�ç�I�›�¤	ú�t�¡�ˆ�r�X�™�•�Ô
¯�™�8�ˆ�Š
[�� �� �� ������
ï�ù
S�f�¶
æ�y���å�y���{�y�Ü�¢�����������������—�T�����������T�F�!�T�G�D���L�F�J�P���B�D���K�Q�£

���������å�S	_�¶�8�y
S�f�a���æ�¢
ò�ú�°�£�]�J


S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î
S�y
Î 
S�y�X
S�y�X
S�y�X
S�y�X


S
Î
C
¯�—�í�j�Õ�í �‘
\	�
ì ���b�æ�µ�r�p�G
	 
��Ä�Ã �¬�¿�»
M�S�~�µ
*
��Š
æ ���q	ù�^ �I�%�*
’�¯ �½	��X �×�½�X �¬�Ì�X

��������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

���H�¬�¿�»
M�S�~�µ�w�»
��
¯�w�7	4�Š�U�Ì�’�T
�t�{�¬�¿�»�t�0�b�”�Ñ�‡
�,�Š�V�w�¦�G�t�m�M�o�z
�®���������å�‡�p�t�ª�æ�¯
�q	s�Š�o�Ì�G�{�º�³�í�j

�t�®�º�³
��Ä�~�æ
S���g
�Á�¯�›���������å���D�›�Š
�r�t
ƒ�”�{
ï�¿	²�æ
S��
�g�Á�w�„�T�z�	���
�‰	²
�
�Ä�~�8�…�Á�w
��Ä
æ�ó��
�	���

��Ä�Ã�w�Ú�;�•�Z
	.�z�¼�g�t���b�”�'�h�q
�Š�;�ó���	���
�R�¿	²	��-�Á
�w
ï
��E
…
�
ü�M
��w�'
�h�q�Š�;�ó�s�r�w�;�ó�›

� ���{�Á�Õ�x�í�j
í�Õ
�í�{�®�1�<�“�¯�›��
ˆ�{
���å�‡�p�È�¿�p�V�”���¥
�w
T
‹�q�z���å���Õ�s�r
�›�U�|�{�q�æ�w�>�;�¼�g
�›�_�Ú�`�z�®
ï�ù	ì�¯
�®�°
`	ì�¯�®
•�ó	ì�¯�t

ü�Z�h	ý�¼�g�›�
���å�S

²
R�T�’�î�ª�{

���b�G
	�q�i
ï�K�•
��Ä�Ã�t�m�M�o�z�…�)�å�ï�«
���t���»�›���Š�”�®�ƒ����
:�¯�w���g�w�„�T�z	ì
�»�²�Z�Z	.�•�>�;�¼�g�s�r�w�'�h�q�Š�w� ���›
]
�“���œ�i�U�z�����Ô�t� �^�`�z�æ�µ
ì�x�7	4�Š�t
�
�l�h�;�ó� ���›�Ý�Š�”�‘�O�{�Š�h�U�z�i�¯�U�‹

q�z
ú���•�t	4�˜�l�h�{

���b�G
	�q�i
ï�K�•
��Ä�Ã�t�m�M�o�z�…�)�å�ï�«
���t���»�›���Š�”�®�ƒ����
:�¯�w���g�w�„�T�z	ì
�»�²�Z�Z	.�•�>�;�¼�g�s�r�w�'�h�q�Š�w� ���›
]
�“���œ�i�U�z�����Ô�t� �^�`�z�æ�µ
ì�x�7	4�Š�t
�
�l�h�;�ó� ���›�Ý�Š�”�‘�O�{�Š�h�U�z�i�¯�U�‹

q�z
ú���•�t	4�˜�l�h�{

�³�^�p�z�@	ì�`�h���H�¬
�¿�»�U�6	,	ì�›���“�&�b
�®�I�“�¯�t�m�M�o�z	²�¿
�w�K�l�d�œ�t�‘�”�6	,	ì
�U���������™�����å�w���å��
�p�-�����E�K�l�h�q�b�”

�t�+	{�›�>���`�h�{


��Ä�Ã�w�°
æ�;�ó� ���w
	�
ì�K���t�m�M�o�®�f�w
�ˆ�Š�p�x�s�M�{�O���z��
�b�†�¯�p�Ð
T�b�”�ˆ�Š
�i�¯�q
*� �›�_	��”�Ÿ
N
�›�Ô�`�h

�i
ï�K�•�…�)�å�ï�«���t
���»�›���Š�”�®�ƒ����

:�¯���g�•�z	ì�»�²�Z�Z
	.�•�¼�g�w�'�h�q�Š�q
�M�l�h�;�ó�›�z�º�³
�
�Ä�~�æ
S���g�Á�t� ���b

�”�\�q�t�m�M�o�z�®�º�³

��Ä�~�æ
S���g�Á�U�{�O
�w�x�ð
æ	ì�»�i�Z�{�°
`
	ì�»�t�è�¹�U�t�•� ���x
�Ý�Š�’�•�s�M�¯�q
S
C
�`�z�O���í�j�Õ�í�w
†�˜
�›�x�v�w�Z�h�{

�•�ð�q�^�•�����Ô�t�'�j
	Z�^�•�h�»��
¯�w�7	4�Š
�U���Ô�^�•�z�G�Ò�p�ƒ
	•�{

�O���Õ�í�•�i
ï�K�q�w�q
�Š�™�t�z
��Ä�Ã�w�°
æ�b
�Ô�w� ���t�m�M�o�®�7	4
�$�t�x	�
ì�w�K�…�›�M�h
�i�X�\�q�t�s�”�¯


��Ä�Ã�w�°
æ�;�ó� ���w
	�
ì�K���t�m�M�o�®�f�w
�ˆ�Š�p�x�s�M�{�O���z��
�b�†�¯�p�Ð
T�b�”�ˆ�Š
�i�¯�q
*� �›�_	��”�Ÿ
N
�›�Ô�`�h

�i
ï�K�•�…�)�å�ï�«���t
���»�›���Š�”�®�ƒ����

:�¯���g�•�z	ì�»�²�Z�Z
	.�•�¼�g�w�'�h�q�Š�q
�M�l�h�;�ó�›�z�º�³
�
�Ä�~�æ
S���g�Á�t� ���b

�”�\�q�t�m�M�o�z�®�º�³

��Ä�~�æ
S���g�Á�U�{�O
�w�x�ð
æ	ì�»�i�Z�{�°
`
	ì�»�t�è�¹�U�t�•� ���x
�Ý�Š�’�•�s�M�¯�q
S
C
�`�z�O���í�j�Õ�í�w
†�˜
�›�x�v�w�Z�h�{

�•�ð�q�^�•�����Ô�t�'�j
	Z�^�•�h�»��
¯�w�7	4�Š
�U���Ô�^�•�z�G�Ò�p�ƒ
	•�{

�ª
S�M
���
†�t�o�z�¬�¿
�»
M�S�~�µ�w�»��
¯�f
���~
²�W�`�w�î�æ�q�z�1
�<�“�s�r�!�`�m�Z�$�K�l
�d�œ�w��
ˆ�›	\�‚�h�{

	:�Ã�Š�q�^�E
¯�í�ð�t
�o�z���H�¬�¿�»�U�¬�ù�O

��s�r�t�1�<�“�›���“�&
�b�®�I�“�¯�›�0�Ý�b�”
S
�©�t�m�M�o�‹�+�s�›	�
�Á�{



国家公務員法改正法案をめぐる政策過程分析　～自民党政権と民主党政権の違いを、｢バトル｣を中心に読み解く～：日表後期段階版      総合政策学部　４年　遠藤　忍（70701546／s07154se@sfc.keio.ac.jp）

2010年度春学期　政策過程論（草野厚）課題

政　府政　府政　府政　府政　府 政　党政　党政　党政　党

政府発表／官房長官 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 公務員制度改革推進本部 国会審議 渡辺喜美氏 民主党 自民党 公明党

2009/01/29

2009/01/30

2009/01/31

2012年までの公務員制
度改革の道筋を示す「工
程表」について、当初予
定していた３０日の国家
公務員制度改革推進本部
での決定を見送ることを
決めた。幹部人事を一元
管理するため新設する
「内閣人事・行政管理
局」創設を巡り、人事院
が同局への機能移管を拒
否しているため、さらに
調整を続け、事態打開を
図ることにした。「人事
院の谷公士総裁が３０日
の推進本部に出ないと
言っていることが要因」

衆院本会議で行われた各
党代表質問で、「渡り」
の各省庁によるあっせん
を自らの在任中は全面禁
止することを表明した。
「国民からの厳しい批判
や国会の議論を踏まえ、
今後は（あっせん承認
の）申請が出てきた場
合、認める考えはない」
と明言。昨年１２月の政
令で省庁の「渡り」あっ
せんを「必要不可欠と認
められる場合」に限り、
３年間は例外的に首相権
限で承認できると定め
た。首相は政令の厳格な
運用で「渡り」を実質的
に排除する考えを強調し
てきたが、与党でも「方
針が不明確」と批判が出
たため、全面禁止を明確
にし、軌道修正した。

党の行革推進本部・公務
員制度改革委員会からの
要望に対して「修正され
た部分は補償しなければ
ならない」

谷総裁：甘利大臣に対し
て甘利氏に電話で「憲法
違反になる。一歩も引け
ない」と３０日の会合を
ボイコットすると伝え
た。

行政改革推進本部・公務
員制度改革委員会：人
事・行管局長に官房副長
官を充てることへの反対
や天下り根絶の将来像を
明記するよう要望

公務員制度改革の工程表
について、記者会見で、
「人事院のお墨付きがな
ければ改革ができないと
したら、永遠にできな
い」とし、推進本部が３
０日に開けなかったの
は、谷・人事院総裁の欠
席が一因だと不満を爆発
させた。「首相が主宰す
る会議に役人が出ないな
んてことがあるのか。あ
り得ない。公務員制度改
革は、人事院が政治的な
根回しをして阻止してき
た歴史だ」

谷総裁：「内閣人事・行
政管理局」への一部機能
の移管に反発して、改革
推進本部の会合に出席拒
否

公務員制度改革推進本部
を開き、工程表を決める
予定だったが、谷氏が出
席しないとして、開催が
中止・先延ばしにされ
た。

民主党の行政改革調査会
などの合同部門会議に招
かれ、国家公務員が天下
りを繰り返す「渡り」の
全面禁止などを盛り込ん
だ試案の内容を説明し、
法案提出に向けて民主党
に協力を要請。工程表に
関しては、「人事院総裁
の言っていることは抵抗
勢力そのものだ」と述
べ、人事院の解体的な再
編が必要と強調した。

鳩山幹事長：公務員制度
改革の道筋を示す工程表
の決定見送りについて、
「人事院の抵抗はまさに
役人の縄張り争いだ。予
算委員会などで真剣に検
討する」と述べ、国会で
追及する考えを示した。
また、工程表の対案提出
を視野に、渡辺喜美・元
行政改革相と協力する意
向を明らかにした。

菅選対委員長：人事院の
谷総裁が、政府の国家公
務員制度改革推進本部へ
の出席を拒否した問題に
ついて、「首相が主宰す
る会議に来ない総裁に
は、辞めてもらわなけれ
ばならない」と述べ、谷
氏の辞職を求めた。
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2009/02/01

2009/02/02

細田幹事長：ＮＨＫ番組
で、「首相が明確に渡り
をやめると言ったので、
決着だ」とし、政令見直
しには否定的な見解を示
した。

北側幹事長：ＮＨＫ番組
で、退職した国家公務員
が天下りを繰り返す「渡
り」のあっせんを例外的
に認めた政令について、
「麻生首相が（あっせん
を）認めないと明言した
ので、この問題は解決し
たと思うが、より国民に
分かりやすくするために
は、政令の廃止や修正の
話が出てくると思う」と
述べ、廃止も含めて見直
しを検討すべきだとの考
えを明らかにした。

河村官房長官：記者会見
で、「人事院は政府の法
案に反対する立場にな
い。粛々とやっていく」
と述べた。

政府内の対立で決定が遅
れていた公務員制度改革
の道筋を示す「工程表」
に、天下りの根絶に向け
た新人事制度を２０１１
年から導入するとの修正
を加えて決着させること
が固まった。首相官邸で
記者団に、国家公務員制
度改革推進本部を３日に
開き、工程表を正式決定
すると表明。「内閣人
事・行政管理局」の局長
は与党の反対に配慮し、
誰をあてるかの具体的表
記は削除した。

河村建夫官房長官と首相
官邸で会談し、人事・行
管局の新設を盛り込んだ
公務員制度改革に関する
「工程表」を、政府案の
まま決定する方針を確認
した。態度を硬化させた
ままの人事院側の言い分
を聞いていたら、工程表
を基にした関連法案策定
が遅れるため。

谷総裁：公務員制度改革
推進本部欠席について
「出席の要請はなかっ
た。首相が締めくくりを
する場で、私が反対意見
を述べる」とした。「工
程表」の内容に反対する
谷氏の辞任を求める声が
与党から出ていることに
ついて、「今はそういう
状況だとは思っていな
い。この段階で『辞めま
す』という気持ちは全然
ない」と述べた一方で、
「現在の職で責任を果た
せない事態になれば、私
の責任と真っ向から齟齬
（そご）を来すことにな
る」と語り、辞任する可
能性も示唆した。
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政　府政　府政　府政　府政　府 政　党政　党政　党政　党

政府発表／官房長官 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 公務員制度改革推進本部 国会審議 渡辺喜美氏 民主党 自民党 公明党

2009/03/11

2009/03/13

2009/03/18

2009/03/19

「内閣人事・行政管理
局」のトップである局長
を、各省庁の政務官級の
ポストとする方針を固め
た。事務次官より格上と
することで、人事管理や
組織管理でにらみを利か
せ、「縦割り行政」打破
を目指す。今月中に国会
へ提出する国家公務員法
改正案や、特別職給与法
改正案で明確にする。
天下り根絶に対応した新
人事制度の実現に向け、
「定年まで勤務できる環
境の整備等に関する検討
会議」を設置する。３月
中にも初会合を開き、７
月に中間報告をまとめ
る。会議は、各省の官房
長や担当局長で構成。高
齢職員の活用と人件費抑
制を両立させる制度とし
て、一定の年齢で役職か
ら外す「役職定年制」の
導入などを検討する。

中馬推進本部長と会談。 
(1)総務省行政管理局の
全機能の移管は認めない 
(2)名称を当初の内閣人
事局に戻す (３)局長は官
房副長官と同等の地位に
する－とする党側の修正
案を提示、大筋で受け入
れ。

行政改革推進本部・公務
員制度改革委員会：政府
が今国会に提出する国家
公務員法改正案など関連
法案の原案の修正を求め
る方針を決めた。「内閣
人事・行政管理局」に移
管する総務省行政管理局
の機能は定員・機構管理
だけにし、電子政府や独
立行政法人の担当部門は
総務省に残すことなどを
求める。名称も、昨年６
月に成立した国家公務員
制度改革基本法にある
「内閣人事局」に戻すよ
う求める。

鳩山総務大臣と中馬行革
推進本部長と会談、国家
公務員の幹部人事を一元
化するために新設する内
閣官房の組織について、
自民党の要求を受け入れ
る形で政府案を修正する
ことで合意した。

鳩山総務大臣：甘利行革
担当大臣と中馬行革推進
本部長と会談、国家公務
員の幹部人事を一元化す
るために新設する内閣官
房の組織について、自民
党の要求を受け入れる形
で政府案を修正すること
で合意した。

中馬行革推進本部長：甘
利行革担当大臣と鳩山総
務大臣と会談、国家公務
員の幹部人事を一元化す
るために新設する内閣官
房の組織について、自民
党の要求を受け入れる形
で政府案を修正すること
で合意した。

河村官房長官：「内閣人
事局」の局長ポストにつ
いて「官邸主導にするた
めには、首相、官房長官
に直結する形が必要だと

「紆余（うよ）曲折を経
て、元のあるべき姿に収
まった。良い方向に修正
されたので良かった」
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2009/03/19

2009/03/25

2009/03/27

2009/03/31

河村官房長官：「内閣人
事局」の局長ポストにつ
いて「官邸主導にするた
めには、首相、官房長官
に直結する形が必要だと
方向付けされた」と述
べ、 (1)官房長官直属の
官房副長官級 (2)政治任
用の特別職 (3)政治家は
任用しない－とすること
で最終決着を図る考えを
明らかにした。局長に就
くべき人について「官僚
組織をある程度熟知し、
仕切れる人というイメー
ジはある」と、官僚出身
者が望ましいとの認識を
示した。

「高給取りの人が増えな
いよう配慮しながら位置
付けを図らなければなら
ない」と述べ、副長官の
兼務が望ましいとの認識
を示した。

自民党での会議終了後、
中馬弘毅党行革推進本部
長が首相と会談し、「副
長官を１人増やせない
か」と譲歩を求めたが、
首相は「３人で十分だ」
と退けた。首相はその
後、首相官邸で記者団に
も「新しいポストを作っ
て高給を払うのは避ける
べきだ」と強調。

行政改革推進本部＆内閣
部会：政府の国家公務員
法改正案などの関連法案
を２４日に引き続き審査
したが、異論が相次いだ
ため、再度了承を見送っ
た。党側からは「６００
人にのぼる幹部の管理は
片手間ではできない。局
長は専任とすべきだ」
（塩崎恭久・元官房長
官）と官房副長官級の新
ポストを求める声が改め
て上がり、修正が求めら
れた。
行革推進本部＆内閣部
会：国家公務員の幹部人
事を一元管理する「内閣
人事局」創設を柱とする
国家公務員法改正案など
関連法案を了承した。副
長官を４人に増やす内閣
法改正の検討を首相に要
請することを条件に、当
面は官房副長官３人の中
から兼務させるとした政
府案を受け入れた。

国会に、国家公務員法改
正案などの関連法案を提
出。

中川秀直氏：「日テレＧ
＋」の番組で、公務員制
度改革について、「幹部
職員の（弾力的な人事運
用に向けて）降任や降級
ができるように『幹部公
務員法』を議員立法で作
り、（今国会へ）出すつ
もりだ」と強調。
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2009/04/01

2009/04/07

塩崎恭久氏：日本記者ク
ラブで記者会見し、国家
公務員法改正案などの関
連法案に対して厳しく注
文をつけた。特に問題視
しているのは、幹部人事
一元化のため新設する
「内閣人事局」の局長
に、現在３人の官房副長
官の１人を充てること
だ。これについて、「民
主党とできないか、個人
的に話している」と、野
党との連携を示唆。
中川秀直氏：今国会提出
を目指している国家公務
員制度改革に関する議員
立法について、賛成者を
募るための署名活動を始
めた。中川氏のほか、塩
崎恭久・元官房長官ら麻
生首相と距離を置く議員
が中心になって署名活動
を進めている。議員立法
の素案は、幹部職員を
「幹部特別職」とし、政
府の判断で降任、降給が
できるようにすることが
柱。「内閣人事局」の局
長に官房副長官を専任で
充てるため、副長官を４
人に増員することや、各
省庁の再就職あっせん禁
止の違反に対し、刑事罰
を導入することなどを盛
りこんだ。
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2009/04/17

2009/05/31

2009/06/04

国家公務員制度改革推進
を目指す「士気の高い霞
が関の再構築を実現する
ための研究会」を発足。
幹部職員を政府の判断で
降任、降給できるように
するなどの改革実施に向
け、議員立法提出を目指
す。初会合には、中川氏
や塩崎恭久・元官房長
官、武部勤・元幹事長ら
３５人が出席。議員立法
の今国会提出を目指すこ
とを確認した。会合後、
中馬弘毅・党行政改革推
進本部長に、賛同者７９
人の署名を添えて党内で
議論するよう申し入れた
が、中馬氏は拒否。
細田幹事長：国家公務員
の再就職に関連し、民主
党が先に「国は０７年度
に天下り先の特殊法人や
独立行政法人などに約１
２兆円支出した」と発表
したことに対して「うそ
だ」と反論し、１日に同
党の鳩山代表に公開質問
状を提出することを明ら
かにした。
中川秀直氏・塩崎恭久
氏：公務員制度改革に関
連し、天下りを全面禁止
する決議の署名集めを始
めた。「呼びかけ人は５
７人」（中川氏）とい
う。天下り根絶を旗印と
する民主党に対抗し、次
期衆院選での生き残りを
図ろうとしていると見る
向きもある。
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2009/06/06

2009/06/18

2009/06/19

2009/06/24

2009/06/25

民主党の政策に対する反
論を集約した衆院選向け
の「政策討論マニュア
ル」をまとめ、党所属国
会議員らに配布した。街
頭演説や討論会などで活
用する狙い。国家公務員
の天下り先法人への支出
大幅削減を挙げているこ
とに関しても、「支出の
中身は、中小企業貸し付
けなどで、大幅削減は国
民生活に大きな影響を及
ぼす」とけん制。
中川秀直元幹事長と会
談。中川氏に政府案の審
議入りを認めさせる一
方、中川氏が準備してい
る「幹部公務員法案」
を、国会や党内の議論で
取り上げることを約束。
配慮せざるを得ないの
は、中川氏が「幹部公務
員法案」を議員立法で提
出することを求める決議
文の賛同者に衆参１２５
人の党所属国会議員の署
名を集めるなど、一定の
存在感を示しているため
だ。

衆院議院運営委員会：
理事会で、２５日の本
会議で国家公務員法改
正案の提案理由説明と
質疑を行い、審議入り
することで大筋合意。

鳩山代表、管代表代行、渡辺氏、江田憲司氏：４
者で会談。政権交代に向けて協力し、公務員制度
改革などで連携することで一致したという。

鳩山代表、管代表代行、渡辺氏、江田憲司氏：４
者で会談。政権交代に向けて協力し、公務員制度
改革などで連携することで一致したという。

衆院本会議：国家公務
員の幹部人事を一元管
理する国家公務員法改
正案など関連法案は趣
旨説明と質疑が行わ
れ、審議入りした。民
主党は修正協議に応じ
る構えを見せている
が、今国会中の成立に
至るかどうかはなお不
透明だ。

岡田幹事長：国家公務員
法改正案について、ＴＢ
Ｓ番組で「今国会でまと
めるべきだ。政権を取っ
て一からやるより、６割
くらい満足できるものは
作っておいた方がいい」
と述べ、修正協議に前向
きな考えを示した。

棚橋泰文氏：首相官邸に
麻生首相を訪ね、公益法
人に対する国家公務員Ｏ
Ｂの再就職（天下り）を
即時、全面禁止するよう
求めた。首相が受け入れ
なかったため、棚橋氏は
退陣を求めた。「私は退
陣を言った。本人が言っ
ているのだから間違いな
い。総裁選前倒しなどを
求めるため、若手議員を
対象にした署名活動をす
ぐに始める」
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政府発表／官房長官 麻生首相 甘利行革担当大臣 人事院 公務員制度改革推進本部 国会審議 渡辺喜美氏 民主党 自民党 公明党

2009/06/26

2009/06/27

2009/07/01

2009/07/08

2009/07/13

2009/07/14

2009/07/21

補正予算関連法案の処
理が２６日に終わり、
与党が貨物検査特別措
置法案の骨格を了承し
たことで、７月２８日
が会期末の今国会終盤
に残された重要法案は
４本となった。幹部公
務員人事を一元管理す
る国家公務員法改正案
など関連法案を検討し
ている。

中馬行革推進本部長：公
務員制度改革を巡り、
「悪いことをするのはノ
ンキャリアだ。上に行け
ないから、職場で、法に
ないことをする」などと
述べた。集会後、読売新
聞の取材に対し、「ノン
キャリアとキャリアの垣
根をなくすための制度改
革を進めることが必要だ
という趣旨だ」と説明し
た。
「ヤミ専従撲滅法案」を衆院に提出した。国家公
務員法を改正して、労使交渉の内容公表を義務づ
けるほか、勤務時間内に１時間単位で組合活動に
従事することを認める「短期専従制度」を廃止す
る内容になっている。

「ヤミ専従撲滅法案」を衆院に提出した。国家公
務員法を改正して、労使交渉の内容公表を義務づ
けるほか、勤務時間内に１時間単位で組合活動に
従事することを認める「短期専従制度」を廃止す
る内容になっている。

衆議院内閣委員会：国
家公務員法改正案の提
案理由説明が実施、民
主党は修正を命じてお
り、与党が応じなけれ
ば採決を認めない方
針。

野党４党で衆院へ不信任
決議案、参院へ、首相の
問責決議案を提出し、以
後審議に応じない方針。

野党の審議拒否で事実
上閉幕し、来週の衆院
解散により、政府提出
法案１７本と、既に提
出された議員立法９１
本が廃案となることが
確定した。幹部公務員
人事を一元管理する国
家公務員法改正案が成
立困難に。
衆院解散
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国家公務員法改正法案をめぐる政策過程分析　～自民党政権と民主党政権の違いを、｢バトル｣を中心に読み解く～：日表後期段階版      総合政策学部　４年　遠藤　忍（70701546／s07154se@sfc.keio.ac.jp）
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